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令和５年度全国学力・学習状況調査における徳島県の結果について（速報）

１．調査の概要

○実施日 令和５年４月１８日（火）

（中学校英語「話すこと」調査については４月１８日（火）から５月２６日(金)まで)

○調査対象

国・公・私立学校の小学校・特別支援学校小学部 第６学年児童

国・公・私立学校の中学校・中等教育学校・特別支援学校中学部 第３学年生徒

原則として全児童生徒

○本県の実施状況（公立学校のみ）

・小学校 １５９校 約５，５００名

(市町村立：１５８校、特別支援学校１校）

・中学校 ８１校 約５，６００名

(市町村立：７６校、県立：５校〔中学校２校、中等教育学校１校、

特別支援学校２校〕）

○調査内容

・児童生徒に対する調査

教科に関する調査

小学校：国語、算数

中学校：国語、数学、英語（聞くこと・読むこと・書くこと・話すこと）

質問紙調査

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関するもの

・学校に対する質問紙調査

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等

２．教科に関する調査結果（公立学校のみ）

平均正答率は、次のとおりであった。

校種 小学校（第６学年） 中学校（第３学年）

教科 国語 算数 国語 数学 英語

問題数 14 16 総 15 15 17 総

平均正答率(%) 徳島 66 62 合 68 51 45 合

全国 67.2 62.5 69.8 51.0 45.6

全国順位 34 16 26 39 15 15 20

※１ 中学校英語調査の結果については、「聞くこと」、「読むこと」、「書くこと」の合計が集計されて

いる。

※２ 順位については、本県独自に平均正答率から算出した値である。
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３．結果分析等の概要

小学校、中学校ともに授業改善は進んできており、一定の学力の定着は見られる。

小学校については、国語、算数ともに正答率の全国平均との差は縮まるとともに、

総合順位も上がっており、改善傾向が見られる。

中学校については、昨年度、全国平均を上回っていた国語、数学において、国語

は全国平均よりも下、数学は全国平均並となり、総合順位も下がった。英語につい

ては全国平均並だった。

４．各教科等の結果

【小学校】

○国語

正答率が高かった問題 （別紙１参照）

文章中の「くらべて」について、漢字と送り仮名の適切な表記を選ぶ問題の正答率

が高かった。

正答率が低かった問題 （別紙１参照）

図表やグラフに記載されている内容に基づき、自分の考えが伝わるように工夫して

文章を書くことができるかどうかを問う問題の正答率が低かった。グラフからわかる

ことと、カードの情報からわかることを正しく読み取ることができなかったと考えら

れる。

〇算数

正答率が高かった問題 （別紙２参照）

いすを重ねていった時のいすの数と高さを示す表から読み取れる規則性を見出し、

知りたいいすの高さを求める問題の正答率が高かった。

正答率が低かった問題 （別紙２参照）

２つの三角形の面積に関する問題の正答率が低かった。２つの三角形とも底辺は

3.2cmと同じであるが、数値で示されていない高さについて、テープの幅が高さであ

ることに気付くとともに、「はばはどこも等しく」という問題文から、同じであるこ

とに気付けなかったため、２つの三角形の面積が同じであるという答えを導けなかっ

たと考えられる。

【中学校】

○国語

正答率が高かった問題 （別紙３参照）

古典において、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができるかどうか

をみる問題の正答率は高かった。

正答率が低かった問題 （別紙３参照）

現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのように工夫されているかを読み取り、

古典と比較して自分の考えを書く問題の正答率は低かった。
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〇数学

正答率が高かった問題 （別紙４参照）

ｙがｘに反比例し、比例定数が３のとき、ｘの値とそれに対するｙの値について、

反比例の性質を正しく理解し、正しい記述を選ぶ問題の正答率が高かった。

正答率が低かった問題 （別紙４参照）

２つの合同な三角形を並べた四角形について、①対応する角が等しいこと、②錯角

が等しいことから２直線が平行であることを証明する問題の正答率が低かった。問題

文を正確に読み取った上で、①と②が満たされることを順序立てて説明することがで

きていなかった。

○英語

正答率が高かった問題 （別紙５参照）

対話文において、文法事項や言語の働きなどを理解し会話の流れから未来表現（be

going to ～）を正しく選択できるかを問う問題での正答率が高かった。

正答率が低かった問題 （別紙５参照）

忘れ物に関する情報を得るために自動音声案内を聞き、取るべき行動を選択する問

題での正答率が低かった。目的に応じてそれらに関連する語句や表現に着目して英語

を聞き、必要な情報を聞き取ることに課題があると考えられる。

５．本県の課題と今後の対応
【課題】

小学校、中学校ともに授業改善は進んできており、一定の学力の定着は見られるが、
小学校、中学校とも、特に国語の学力に課題が見られる。
国語の解答状況からは、特に、思考力、判断力、表現力のうち「書くこと」「読む

こと」に課題が見られ、そのことが他の教科の結果にも影響している可能性がある。
これからの児童生徒にとっては、従来から必要とされていた示された文章等から目

的に応じた情報を読み取る力に加え、自分の考えを形成するために大量の情報を取捨
選択したり、視覚的に情報を読み取ったりすることで、情報を活用したり、解釈した
りする力も必要であると考えられ、このような新たな学びの土台として必要となる力
を育成する必要がある。

【今後の対応】
○鳴門教育大学と連携し、詳細な結果等の検証
○ＡＩ時代を見据え、これからの時代に必要となる力の育成についての検討
○具体的な授業実践事例の配信・紹介を通じた授業改善の推進
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本県の結果〔本県、全国ともに公立の値〕
※全国順位は、県教委が平均正答率から独自に算出した値
※Ａ：主として「知識」に関する問題　　Ｂ：主として「活用」に関する問題
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校　種 小学校

総 合

中学校

学校教育課

令和５年度全国学力・学習状況調査結果（５か年推移）

取　扱　注　意

総 合
教　科

国　語 算　数
理 科

国　語 数　学
理 科 英 語
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